
いじめ匿名連絡サイト「スクールサイン」

いじめ対策について想定される課題

生徒にとって… 学校・教育関係者にとって…

●自分がターゲットになるリスクを恐れて

声をあげることができない（第三者）

●周りの目もあり、スクールカウンセラーに

気軽に相談できない（当事者）

●年数回のいじめアンケートではタイミングを

逃してしまう

●学校で起きているいじめの事実を把握する

ことが困難

●いじめの事実が発覚した時点では既に

重大な事案に発展している

●年数回のいじめアンケートではタイミングを

逃してしまう

「スクールサイン」はスマホやパソコンから、いつでも匿名でいじめの目撃情報などと連絡できる

Webサイトです。クローズドなメッセージアプリやSNSなど、外から見えないところで起こっているネッ

トいじめなどの連絡を匿名で受け付け、その情報を学校に届けます。2015年10月にリリースした

「Kids’ Sign」をリニューアルし、2019年4月から「スクールサイン」として提供を開始しています。

子どもたちを取り巻く環境の変化

ネットいじめや仲間はずれといった問題は

メッセージアプリなど、外部から見えない所へ

2013年頃～現在

ネットいじめや学校裏サイトといった問題が

電子掲示板やプロフサイトを中心に発生

2007年頃～2012年頃

匿名連絡サイトの提供を始めたのは、時代の変化とともに子どもたちのコミュニケーション環境にも変化

が生じてきたためです。

ネットパトロール
による対策

匿名連絡サイト
による対策


